
◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

横
浜
市
立
大
は
、
国
際
総
合
科
学
部

（
＊
１
）
と
医
学
部
の
２
学
部
か
ら
な
る

公
立
大
だ
。
同
大
で
は
２
年
次
か
ら
専

門
分
野
の
教
育
が
始
ま
る
（
＊
２
）
た

め
、１
年
次
（
初
年
次
）
の
教
養
教
育
は
、

専
門
分
野
で
の
学
び
の
土
台
と
な
る
「
大

学
で
の
学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
場
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

共
通
教
養
長
の
小こ

屋や

良よ
し

祐ひ
ろ

教
授
は
、

「
か
つ
て
の
教
養
科
目
は
、『
広
く
、浅
く
、

満
遍
な
く
知
識
を
学
ぶ
』
傾
向
が
強
く

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
来
、
初
年
次

教
育
は
、
専
門
分
野
で
の
学
び
を
深
め

る
た
め
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学

の
考
え
る
教
養
と
は
『
課
題
を
発
見
し
、

身
に
付
け
た
知
識
を
使
っ
て
問
題
解
決

を
す
る
力
』
で
あ
る
こ
と
を
学
内
で
共

通
理
解
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ど
の
専
門
分
野
を
学
ぶ
際
に
も
必
要
な

力
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
で
求
め
ら
れ

て
い
る
力
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

専
門
分
野
で
の
学
び
を
深
め
る
に
当

た
り
、
あ
ら
か
じ
め
「
課
題
発
見
・
課

題
解
決
」
の
技
法
と
、
主
体
的
に
学
ぶ

姿
勢
を
身
に
付
け
る
。
全
て
の
学
生
に

必
要
な
こ
の
学
び
を
、
同
大
で
は
国
際

総
合
科
学
部
と
医
学
部
の
枠
を
超
え
て

１
年
生
全
員
が
履
修
す
る
「
共
通
教
養
」

と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
。

◎
取
り
組
み
内
容

　
「
共
通
教
養
」
は
、「
問
題
提
起
」「
技

法
の
修
得
」「
専
門
と
の
連
携
」
の
３
つ

の
科
目
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

「
問
題
提
起
」
は
課
題
発
見
の
視
点
を
学

ぶ
科
目
群
で
、
テ
ー
マ
に
対
し
て
学
問

横
断
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
授
業
が
並

ぶ
。「
技
法
の
修
得
」
は
、
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
手
法
を
身
に
付
け
る
科
目

群
で
、
語
学
や
情
報
技
術
な
ど
の
科
目

が
含
ま
れ
る
。「
専
門
と
の
連
携
」
は
、

２
年
次
以
降
の
専
門
分
野
の
基
礎
を
学

ぶ
た
め
の
科
目
群
だ
。

　

こ
の
中
の
「
技
法
の
修
得
」
の
科
目

群
に
、「
共
通
教
養
」
の
柱
と
も
い
え
る

必
修
科
目
「
教
養
ゼ
ミ
」（
前
期
）
と
「
基

礎
ゼ
ミ
」（
後
期
）
が
あ
る
。

　
「
教
養
ゼ
ミ
」
で
は
、
１
年
生
全
員

を
学
部
や
入
試
方
式
が
偏
ら
な
い
よ
う

に
１
ク
ラ
ス
約
30
人
の
30
ク
ラ
ス
に
編

成
す
る
。
担
当
教
員
は
１
ク
ラ
ス
２
人

で
、
１
回
の
授
業
は
90
分
×
２
コ
マ
の

１
８
０
分
。
担
当
教
員
に
よ
っ
て
進
め

方
は
多
少
異
な
る
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

大学選択
　新たな視点

学生が伸びる学び方

専
門
教
育
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
と
な
る
「
初
年
次
教
育
」
は
、
多
く
の
大
学
が
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
号
で
は
、
よ
り
意
欲
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し
、

学
生
の
ス
キ
ル
養
成
や
専
門
教
育
へ
の
土
台
づ
く
り
を
行
う
大
学
の
中
か
ら
、
東
日
本
に
あ
る
２
校
を
紹
介
す
る
。

大
学
で
の
学
び
へ
の
意
欲
と
ス
キ
ル
を

育
成
す
る
初
年
次
教
育〈
東
日
本
編
〉

今
号
の
視
点

課
題
発
見
・
解
決
が
出
来
る

土
台
を
初
年
次
に
つ
く
る

横
浜
市
立
大

「
共
通
教
養
」

＊１　国際総合科学部は、国際教養学系・国際都市学系・経営科学系・理学系から構成
＊２　ただし、医学部は一部１年次から
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ク
、
個
人
の
研
究
発
表
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、

学
生
が
主
体
的
に
参
加
す
る
形
式
が
中
心

だ
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
ら
考

え
る
力
、
す
な
わ
ち
課
題
発
見
・
解
決
と

知
的
生
産
の
基
礎
的
な
技
法
の
修
得
を
目

指
す
。

　
「
教
養
ゼ
ミ
」
を
担
当
す
る
平
松
尚な

お

子こ

准
教
授
は
授
業
の
流
れ
に
つ
い
て
、「
私

の
ク
ラ
ス
で
は
、
５
〜
６
人
に
分
か
れ
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
を

出
し
合
い
議
論
し
た
上
で
、
テ
ー
マ
を
１

つ
に
絞
り
、
グ
ル
ー
プ
で
研
究
を
進
め
、

発
表
を
し
ま
す
。
最
初
の
グ
ル
ー
プ
発
表

は
、
あ
え
て
学
生
の
思
う
よ
う
に
さ
せ

て
、
振
り
返
り
を
丁
寧
に
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
続
い
て
、
図
書
館
で
の
資
料

の
探
し
方
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
手
法
、
出

典
を
示
す
重
要
性
な
ど
、
学
ぶ
た
め
の
ス

キ
ル
を
修
得
し
た
後
、
８
週
に
わ
た
っ
て

個
人
発
表
を
行
い
、
発
表
内
容
を
基
に

６
０
０
０
〜
８
０
０
０
字
の
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
し
ま
す
」
と
語
る
。

　

個
人
発
表
は
学
生
個
々
の

関
心
に
基
づ
き
テ
ー
マ
研
究

を
進
め
、
発
表
時
間
は
１
人

当
た
り
45
分
。
25
分
程
度
の

発
表
後
、
他
の
学
生
か
ら
の

質
問
や
、
教
員
に
よ
る
講
評

な
ど
を
受
け
る
。
前
半
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
反
省
や

授
業
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
踏

ま
え
た
準
備
が
必
要
だ
。

　
「
教
員
、
友
人
、
資
料
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ソ
ー
ス
を

利
用
し
な
が
ら
自
分
の
考
え

を
深
め
る
経
験
を
、
こ
の
授

業
を
通
し
て
積
ん
で
ほ
し
い

の
で
す
」（
平
松
准
教
授
）

　

国
際
総
合
科
学
部
人
間
科
学
コ
ー
ス
３

年
生
の
木
村
薫か

お
る

さ
ん
は
、「
先
生
か
ら
の

一
方
的
な
講
義
形
式
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
で
調
べ
て
発
表
す
る
形
式
の
授
業
で
、

や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

後
期
に
開
講
さ
れ
る
「
基
礎
ゼ
ミ
」
は
、

教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
入
門
的

に
教
え
る
ゼ
ミ
だ
。

　
「『
基
礎
ゼ
ミ
』
は
、
実
際
の
研
究
に
触

れ
る
こ
と
で
学
生
の
学
問
へ
の
興
味
を
か

き
た
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

教
員
が
自
分
の
専
門
分
野
に
則
し
た
内
容

を
教
え
、
専
門
の
ゼ
ミ
に
入
る
前
に
『
研

究
す
る
』
こ
と
の
一
端
を
感
じ
て
も
ら
う

授
業
で
す
」（
小
屋
教
授
）

◎
成
果
と
課
題

　
「
共
通
教
養
」
の
成
果
に
つ
い
て
、
小

屋
教
授
は
「
従
来
は
進
級
後
の
専
門
ゼ
ミ

で
こ
う
し
た
学
び
方
を
教
え
て
い
ま
し
た

が
、
１
年
次
で
身
に
付
け
て
進
級
す
る
た

め
、
専
門
教
育
の
授
業
の
質
が
高
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
語
る
。
平
松
准
教
授
は
、「
問
い
を
認

識
し
、
信
頼
で
き
る
資
料
を
集
め
、
批
判

的
に
分
析
す
る
と
い
う
、
研
究
の
面
白
さ

を
学
生
が
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
」
と
話
す
。

　

課
題
は
、
教
員
間
の
手
法
の
平
準
化
と

い
っ
た
内
容
面
で
の
改
善
や
、
学
生
に
対

し
て
「
共
通
教
養
」
の
意
義
を
よ
り
深
く

理
解
さ
せ
る
た
め
の
伝
え
方
の
工
夫
な
ど

だ
。「
共
通
教
養
」
を
始
め
て
以
降
、
毎

年
改
良
を
加
え
て
き
た
が
、
引
き
続
き
工

夫
改
善
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

◎
課
題
意
識
と
狙
い

　

８
つ
の
学
部
を
擁
す
る
武
蔵
野
大
で

は
、
文
理
を
問
わ
ず
、
全
て
の
１
年
生
が

共
に
学
び
、「
武
蔵
野
大
の
学
生
」
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
、
大
学
で

学
ぶ
力
の
形
成
を
目
的
に
、
全
学
共
通
基

礎
課
程
と
し
て
「
武
蔵
野
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」

と
い
う
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
。

教
養
教
育
部
会
の
部
長
を
務
め
る
久ひ

さ

富と
み

健

教
授
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
本
学
で
は
２
０
０
０
年
頃
か
ら
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
改
善
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
改
善
を
通
じ
て
出
て
き
た
『
４
年
間

を
通
し
て
学
生
を
ど
う
育
て
る
か
』
と
い

う
課
題
意
識
を
基
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
だ

け
で
な
く
大
学
教
育
自
体
を
改
善
し
よ
う

と
、
10
年
度
か
ら
『
武
蔵
野
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ

図１ 　横浜市立大　「共通教養」の３つの科目群

全
学
部
の
学
生
の
「
大
学
で
の

学
び
の
基
礎
」
を
涵
養
す
る

武
蔵
野
大

「
武
蔵
野
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」

*必修科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料を基に編集部で作成

課題発見を目的に、テーマに対して学問横断的にアプ
ローチする科目群。「国際関係論」「横浜と産業」「医
療と社会」などがある

教養ゼミ*、基礎ゼミ*

大学における知的活動を英語によって行える程度のコミュ
ニケーション能力を身に付けることを目的にした「Practical 
English」*（国際総合科学部ではTOEFL-ITP500 点相
当以上が３年次進級の必須要件）などがある

情報処理の知識と技術を学ぶ。「情報コミュニケーショ
ン入門」*「プログラミング基礎」「データ分析基礎」な
どがある

専門教養・専門教育の基礎となる入門的科目（「政治学
入門」「心理学入門」「微分と積分」「生命の機能」など）、
学問分野によらない課題探究科目などがある

英語で考えを表現することを学ぶゼミ
（Practical English 合格者が対象）

キャリア形成実習や健康スポーツ実習など、教室外の
活動を通して学ぶ

総合講義

科目 内容

ゼミ

語学（英語および
英語以外の外国語）

情報コミュニケーション
科目

基礎科学講義

多文化交流ゼミ

実践科目

問題
提起

技法
の
修得

専門と
の連携
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Ｓ
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
大
学
教

育
の
課
題
で
あ
る
教
養
教
育
と
専
門
教
育

の
隔
た
り
を
解
消
し
、
卒
業
後
に
も
生
か

せ
る
力
を
確
実
に
涵
養
し
た
い
と
い
う
意

図
を
込
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
学
生

の
関
心
に
任
せ
た
従
来
の
教
養
教
育
で
は

な
く
、
１
年
生
で
身
に
付
け
る
べ
き
力
を

し
っ
か
り
修
得
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
」

◎
取
り
組
み
内
容

　
「
武
蔵
野
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
の
科
目
群
は
、

建
学
の
精
神
を
基
盤
と
し
た
倫
理
観
や
健

康
体
育
を
学
ぶ
「
心
と
か
ら
だ
」、
英
語

と
初
修
外
国
語
を
学
ぶ
「
外
国
語
」、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
科
目
、
日
本
語
リ
テ
ラ

シ
ー
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
必
要
と
な
る

基
礎
学
力
を
学
ぶ
「
学
問
を
学
ぶ
た
め
の

基
礎
」、
教
養
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
る
「
自
己
理
解
・
他
者
理
解
」

で
構
成
さ
れ
る
（
図
２
）。

　

最
も
特
徴
的
な
科
目
は
、「
自
己
理
解
・

他
者
理
解
」に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る「
基

礎
セ
ル
フ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」（
通

年
科
目
・
８
単
位
）
だ
。
１
年
生
全
員
を

１
ク
ラ
ス
約
65
人
の
28
ク
ラ
ス
に
編
成

し
、哲
学
、現
代
学
、数
理
学
、世
界
文
学
、

社
会
学
、
地
球
学
、
歴
史
学
の
７
分
野
を

学
ぶ
。
各
分
野
を
専
門
と
す
る
教
員
が
交

替
で
３
週
ず
つ
担
当
し
、
１
年
間
で
「
知

の
７
つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
」
と
い

う
も
の
だ
。
１
回
の
授
業
は
２
コ
マ
連
続

で
行
う
。
１
コ
マ
目
は
座
学
の
講
義
、
続

く
２
コ
マ
目
は
１
コ
マ
目
で
学
ん
だ
内
容

を
基
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
に
取
り
組

む
双
方
向
型
の
授
業
と
な
り
、
大
学
院
生

の
Ｔ
Ａ
（
＊
３
）
も
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
。

　
「
例
え
ば
、
哲
学
の
授
業
で
は
、
デ
カ

ル
ト
や
ニ
ー
チ
ェ
の
作
品
を
読
み
、
学
生

に
議
論
さ
せ
ま
す
。『
な
ぜ
理
系
学
部
に

進
学
し
た
の
に
文
系
の
内
容
を
学
ぶ
の

か
』
と
い
う
疑
問
を
持
つ
学
生
も
い
ま
す

が
、
全
て
の
学
生
に
本
当
の
意
味
で
の
教

養
に
出
合
っ
て
ほ
し
い
、
知
的
刺
激
を
受

け
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
う
し

た
授
業
と
し
て
い
ま
す
」（
久
富
教
授
）

　

知
識
の
伝
授
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
「
考
え
、
議
論
し
、
伝
え
る
」

訓
練
を
行
う
こ
と
も
重
視
す
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
形
成

力
を
養
っ
た
学
生
た
ち
の
１
年
間
の
授
業

の
集
大
成
が
、
年
度
末
の
「
成
果
発
表
」

だ
。
７
分
野
の
中
か
ら
自
由
に
研
究
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用

ソ
フ
ト
を
用
い
て
発
表
を
行
う
。

◎
成
果
と
課
題

　
「
基
礎
セ
ル
フ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
」
の
成
果
に
つ
い
て
、
久
富
教

授
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
他
学
部
の
学
生
と
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
学
習
を
し

な
が
ら
１
年
間
学
ぶ
こ
と
で
、
仲

間
が
で
き
、
学
生
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
も
育
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
学
び
の
基
礎
も
身
に
付

い
て
い
く
た
め
、
２
年
次
以
降
も
、

学
生
は
学
問
に
熱
心
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
り
、
ゼ
ミ
で
は
議
論
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

政
治
経
済
学
部
政
治
経
済
学
科

３
年
の
保ほ

う

谷や

麻
衣
さ
ん
は
、「
学

生
同
士
で
意
見
を
言
い
合
う
環
境
が
新
鮮

で
し
た
。
他
学
部
の
人
と
話
す
機
会
を
通

じ
て
考
え
方
の
違
い
を
知
り
、
互
い
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
こ
と
で
多
く
の
気
付

き
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
学
習
へ
の
積

極
性
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
振
り
返

る
。
３
年
生
に
な
り
、
発
言
の
機
会
の
あ

る
授
業
が
増
え
た
今
、
グ
ル
ー
プ
で
学
び

を
深
め
る
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
武
蔵
野
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
の
科
目
は
ほ

と
ん
ど
が
必
修
で
、
進
級
基
準
科
目
（
＊

４
）
も
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
学
生

の
出
席
率
も
高
い
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
通
し
て
友
だ
ち
や
居
場
所
が
出
来
る
こ

と
も
あ
り
、
大
学
へ
の
帰
属
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

12
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
る
「
武
蔵
野

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」。
普
段
か
ら
Ｆ
Ｄ
活
動
を

活
発
に
し
て
教
育
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
13

年
度
に
は
学
生
の
成
長
度
合
い
や
満
足
度

な
ど
の
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
改
善
を
加
え

て
い
く
予
定
だ
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
は
じ

め
、
教
育
内
容
の
大
き
な
変
更
を
試
み
た

科
目
も
あ
り
、
発
展
途
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
い
え
る
。

図２ 　武蔵野大　「武蔵野BASIS」の科目

「武蔵野BASIS」は４分野10科目で構成される。*の進級基準科目は単
位を取得しないと２年生に進級できない。１年生は上記10科目に加え、
各学部の科目を履修する　　　　　　 ＊学校資料を基に編集部で作成

建学／建学の精神を基盤とした倫理観や慈悲の心を学ぶ
健康体育／身体を動かす体育と身体行動についての学びの理解
と実践

基礎セルフディベロップメント*／「哲学」「数理学」などの７つ
の分野で基礎教養を学ぶ
キャリア開発・自己の探求／自己や他者を深く理解する力の育成
キャリア開発・キャリアデザイン／人生を豊かに生きていく力の育成

外国語 *／英語
外国語 *／中国語、韓国語、フランス語、スペイン語、ドイツ語

コンピュータ *／調査・研究などでコンピュータを活用する力の育成
日本語リテラシー *／論理性・表現力の養成
武蔵野 BASIS 基礎／社会に出て必要となる社会科学と自然科
学の一般的な基礎力を育む

心とからだ

分野 科目と内容

自己理解・
他者理解

外国語

学問を
学ぶための
基礎

＊３　Teaching Assistant の略。授業の運営の支援や補佐をする学生のこと　　＊４　単位を取得しないと２年生に進級できない科目
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「
入
学
時
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
、
毎

時
間
集
中
さ
せ
る
工
夫
、
そ
し
て
毎
年
で

も
『
教
育
の
中
身
』
を
見
直
し
、
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
学
生
を
育
て
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
久

富
教
授
）

　

今
回
は
、「
大
学
４
年
間
を
通
し
て
ど

の
よ
う
な
力
を
付
け
る
べ
き
か
」「
専
門

性
を
深
め
る
た
め
に
は
初
年
次
に
何
を
す

べ
き
か
」
と
い
う
課
題
意
識
を
持
ち
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

大
学
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
２
校
で
は
、

初
年
次
教
育
に
お
け
る
必
修
科
目
の
比
率

が
高
い
。
学
生
の
科
目
選
択
の
裁
量
は
狭

ま
る
も
の
の
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
自
体
が「
大

学
で
何
を
身
に
付
け
る
べ
き
か
」
と
い
う

問
い
に
答
え
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

学
部
で
の
専
門
教
育
の
内
容
に
比
べ
、

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
初
年
次
教
育

だ
が
、「
４
年
間
の
教
育
」
に
対
す
る
大

学
の
姿
勢
が
判
断
で
き
る
部
分
だ
と
い
え

る
。
大
学
選
び
の
際
の
１
つ
の
重
要
な
指

標
に
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
・
編
集
協
力
：
山
内
太た

い

地じ

初
年
次
教
育
で
の

必
修
科
目
の
比
率
に
注
目

進
路
指
導
に
生
か
す

特徴的な初年次教育実施大学 東日本編

　

４
年
間
を
通
し
て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育

を
重
視
。
１
年
次
の
「
導
入
ゼ
ミ
」
で
は
、

大
学
で
必
要
と
な
る
「
読
む
・
書
く
・
考

え
る
」
と
い
う
基
礎
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を

育
む
。
２
年
次
の
「
前
期
ゼ
ミ
」
で
は
、

英
語
の
文
献
か
ら
専
門
知
識
を
学
ぶ
た
め

に
必
要
な
力
を
養
う
。

　

１
年
生
の
必
修
科
目
。
定
員
は
24
人
。

テ
ー
マ
別
に
約
70
ク
ラ
ス
が
開
講
さ
れ

る
。
授
業
は
調
査
↓
レ
ポ
ー
ト
作
成
↓
発

表
↓
討
論
の
流
れ
で
、
課
題
解
決
に
必
要

な
ス
キ
ル
を
体
験
的
に
習
得
す
る
。

　

１
年
次
は
「
基
礎
課
程
」
と
し
、
全
員

が
少
人
数
ゼ
ミ
に
所
属
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
兼
ね
る
担
任
教
員
の
指

導
を
受
け
る
。「
１
年
次
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
サ
ポ
ー
ト
室
が
あ
り
、相
談
も
可
能
。

２
年
次
進
級
時
に
学
科
専
攻
を
選
ぶ
。

　
「
自
立
と
体
験
１
」
は
50
人
の
教
員
が

約
30
人
×
67
ク
ラ
ス
を
担
当
。
対
話
を
通

じ
て
、
各
自
の
理
想
や
目
的
を
見
つ
め
て

い
く
。「
自
立
と
体
験
２
」
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
実
践
型
で
、
自
身
の

興
味
や
可
能
性
を
探
る
。

横
浜
市
立
大
国
際
総
合
科
学
部

人
間
科
学
コ
ー
ス
３
年

藤
田
良り

ょ
う

也や

（
神
奈
川
県
立
瀬
谷
高
校
卒
業
）

専
門
分
野
を
学
ぶ
手
法
と

姿
勢
を
学
ん
だ

武
蔵
野
大
文
学
部

日
本
語
日
本
文
学
科
３
年

後
藤
翔め

ぐ

美み

（
東
京
都
立
墨
田
川
高
校
卒
業
）

物
事
を
関
連
付
け
て
考
え
る

姿
勢
が
身
に
付
い
た

学 生 V O I C E

　

高
校
時
代
か
ら
世
界
の
文
化
や
人
に
興
味

が
あ
り
、
大
学
で
は
言
語
や
異
文
化
を
学
び
、

英
語
教
師
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
入
学
し
ま

し
た
。「
教
養
ゼ
ミ
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、「
海
外
留
学
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

私
は
語
学
や
文
化
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
が
、

医
学
部
の
学
生
は
医
学
留
学
に
つ
い
て
調
べ

て
く
る
な
ど
、
異
な
る
視
点
で
の
意
見
に
よ

い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
の
発
表
で
、
担
当
の
小
屋
先
生
か
ら
、
発

表
資
料
の
細
か
い
誤
り
や
参
考
資
料
の
扱
い

方
に
つ
い
て
厳
し
く
指
導
さ
れ
、
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
個
人
発
表
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
指
摘
さ
れ
た
点
に
留
意
し
て
臨
み

ま
し
た
。
大
学
で
の
学
び
方
や
図
書
館
の
使

い
方
、
自
分
で
調
べ
る
主
体
的
な
勉
強
法
な

ど
、
専
門
分
野
を
学
ぶ
上
で
大
切
な
こ
と
を

学
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
な
け
れ

ば
、
２
年
生
に
な
っ
て
本
格
的
な
専
門
分
野

で
の
学
び
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
「
専
門
ゼ
ミ
」
で
は
、
文
化
を
対
象
に
人
間

科
学
や
心
理
学
と
教
育
の
つ
な
が
り
を
学
ぼ

う
と
思
い
、
社
会
学
の
滝
田
祥
子
先
生
の
ゼ

ミ
を
選
択
。
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
頃
は
社
会
学
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
が
、
他
学
部
聴
講
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ

学
べ
そ
う
な
武
蔵
野
大
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
「
基
礎
セ
ル
フ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」
で

は
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
も
先
生
が
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
哲

学
で
は
「
あ
な
た
は
デ
カ
ル
ト
派
と
パ
ス
カ

ル
派
の
ど
っ
ち
？
」
な
ど
、
普
段
は
意
識
し

な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
で
も
、
興
味
を
持
っ
て

議
論
で
き
ま
し
た
。
話
を
聞
く
だ
け
で
な
く

議
論
す
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
考
え
方
の

違
い
や
視
点
の
違
い
も
共
有
で
き
、
興
味
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
短
時
間
で
深

い
議
論
を
す
る
練
習
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
び
は
、
今
、
物
事
を
関
連
付

け
て
考
え
る
土
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

語
教
育
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
語
だ
け
を

教
え
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
や
社
会
な
ど
の

背
景
も
含
め
て
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

視
点
を
持
て
た
の
も
、
こ
の
授
業
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

　

討
論
の
グ
ル
ー
プ
は
授
業
ご
と
に
変
わ
る

の
で
、
今
で
も
仲
良
く
し
て
い
る
人
も
い
る

ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ

た
の
も
収
穫
で
し
た
。

自
立
と
体
験
１
・
２

基
礎
課
程

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

導
入
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

●
明
星
大

●
聖
心
女
子
大

●
首
都
大
東
京

●
一
橋
大
商
学
部

初年次教育に少人数のゼミ形式を取り入れる大学・学部を紹介
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